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(2) 高価な高速度 CCD カメラを用いることなく、光ファイパを用いた簡易自発光計測によって振動燃焼の評価が可
能であり、強し、振動燃焼が起こっている場合ほど、その計測手法の信頼性は高くなる。
(3) スベクトル解析の基本周波数を大きくとって FFT の周波数分解能を低くし、平滑化の回数を増やして現象を平









(7) 混合気の脈動供給による NOx の低減は、脈動供給によって混合気と燃焼ガスの混合が促進された結果、燃焼温
度が低くなり、サーマル NOx が形成される高温領域が広く形成されないことによる。本実験においては平均 100
"-'200K 程度の温度低下により最大約 50ppm の NOx 低減効果があることが示された。
以上のように、本論文は、自励振動燃焼の観測や予兆の検知とともに、制御法に関わる課題に対して新技術を適用
することにより極めて有用な知見を得ており、燃焼工学に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士論文とし
て価値のあるものと認める。
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